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2007年４月 2008年３月 2009年３月 2010年２月
Ａ学科 575.8 598.5 578.4  575.8
Ｂ学科 632.7 648.3 635.0  639.7
Ｃ学科 614.0 626.3 613.0  619.7
Ｄ学科 574.1 597.7 573.0
Ｅ学科 582.2 591.4 580.0  585.9
全学科 595.8 612.4 595.9 605.28
表３　2008年度入学生の経年変化（2008年４月～2010年２月）
2008年４月 2009年２月 2010年２月
Ａ学科 563.4 570.0 565.0
Ｂ学科 606.3 616.8 606.7
Ｃ学科 593.7 600.9 604.6
Ｄ学科 549.8 561.0 570.2
Ｅ学科 560.0 560.0 558.3




































































































学科 2007年度入学生 2008年度入学生 2009年度入学生
Ａ学科 22.7  6.6 12.3
Ｂ学科 15.6 10.5 17.2
Ｃ学科 12.3  7.2  9.8
Ｄ学科 23.6 11.2 18.1
Ｅ学科  9.2  0.0 13.7


























































Ａ学科 42.7 17.7 24.0 12.5 3.1 0
Ｂ学科 76.4 10.9 10.9  1.8 0 0
Ｃ学科 42.7 17.7 24.0 12.5 3.1 0
Ｄ学科 33.3 15.4 25.6 20.5 5.1 0










得点増加者 76.3 28.5 50.2 55.7
得点減少者 23.7 71.5 49.8 44.3
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入学時レベル ３レベルアップ ２レベルアップ １レベルアップ レベル維持 １レベルダウン ２レベルダウン ３レベルダウン
高３レベル 39.8 5.8 4.0 0.4
高２レベル 9.9  6.6 3.3 1.5 0.4
高１レベル 2.2 2.6  9.9 4.0
中３レベル 0.4 0.7 2.6  3.6 1.5 0.4





































































































































































５. お わ り に
　今年度からプレースメントテストについては，語彙
力の測定から，総合的な国語力の測定に変更した．来
年以降も継続的に実施する予定である．そのため，今
後はこの結果を如何に大学教育において活用していく
かを検討していく必要がある．語彙力については，基
礎的な力として必要不可欠なため，教育を継続して行
うことにする．さらに，読解力も社会人として必要な
力として位置づけ，有効な教育システムの構築をおこ
なっていくことにしたい．これだけに留まらず，基礎
学力を保証するためには大学全体で体系的に整備して
いく必要もあると考える．
　なお，このプレースメントテストの追跡調査は，「医
療・福祉系学生に対する日本語のリメディアル教育」
平成19年～21年度私立大学等経常費補助金特別補助
「教育・学習方法の改善支援」によるものであること
を記しておく．
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